様式３
地域環境活動演習　事前ポートフォリオ（自己診断書）

	環境活動

の実施者
	（ふりがな）
氏      名
	

	
	　　　　　　　学域　　　　　　　学類　　　　年　　学籍番号：

	事前診断（初回の授業が終わった後に提出する）
	提出日
	年　　月　　日

	１．「環境学」副専攻に関する診断（環境学副専攻受講者のみ）
科　目

成績

環境・生命・倫理

GP：

環境学と社会科学への招待

GP：

自然環境学概論

GP：

他の選択必修科目〔科目名：　　　　　　　　　　　　〕

GP：

各学域選択科目

取得単位数：
合計単位数

取得単位数：

２．「地域環境活動演習」に関する診断

※5段階評価：5｢良い｣、4「やや良い」、3「普通」、2「やや悪い」、1｢悪い｣

評価

「環境学」副専攻の中の位置づけに関する理解度

学習目標に関する理解度

各学習目標に対する評価方法に関する理解度

学習目標１（持続可能性）に関する学習達成度

環境活動に関する知識の習熟度

環境活動演習に対する取り組み姿勢

総合評価

３．EPIアセスメント

※5段階評価：5｢良い｣、4「やや良い」、3「普通」、2「やや悪い」、1｢悪い｣

能力
能力要素
内容
評価
①主体性
自己責任
環境の変化などを全て自らの糧と捉え、自分を変えていこうとする力
　
前向きに行動する力
成功に対する期待を持って、常にポジティブに行動し続ける力
　
②成長

意欲
謙虚に受容する力
周囲のアドバイスを謙虚に受け止め、内省する力
　
自己変革習慣
必要な能力の習得をはかるなど、自己変革を習慣化する力
　
③実行力
信念を持ち続ける力
状況に惑わされることなく、自らのやりたいこと、なりたい自分を持続する力
　
結果への責任とこだわり
目標達成が困難な状況になっても、あきらめずに結果を出す力
　
④社会性
組織への貢献
組織・チームで自らの役割を見いだし、組織の価値向上に貢献する力
　
社会への貢献
社会の中で位置づけを見いだし、付加価値業務を率先して行う力
　
⑤ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ力
察する力
問題発生時に、前後の動きを予想し、いま何が必要かを理解する力
　
チームワーク力
的確な報告・連絡・相談を、効率的・効果的な共同作業を実現する力
　
⑥思考力
構造的な理解力
指示や課題の目的や結果を掘り下げて捉える力
　
論理的な表現力
相談・報告時に、背景、目的等を論理的にくみ上げ、わかりやすく説明する力
　
⑦企画力
情報収集力
常にアンテナを張り、自身が対応する課題に関連する情報を収集する力
　
仮説設定・想像力
様々な情報を基に具体的な企画などをまとめ上げる力
　
⑧ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力
状況分析力
課題の推進に影響すると思われる環境変化を正しく理解する力
　
状況対応力
課題の最終目標を把握し、環境変化などを踏まえ最善の手を打つ力
　



※この結果が直接成績に反映されるわけではありません

様式４

地域環境活動演習　事後ポートフォリオ（自己診断書）

	環境活動

の実施者
	（ふりがな）
氏      名
	

	
	　　　　　　学域　　　　　　　学類　　　　年　　学籍番号：

	事後診断（発表会が終わった後に提出する）
	提出日
	年　　月　　日

	１．「地域環境活動演習」に関する診断

※5段階評価：5｢良い｣、4「やや良い」、3「普通」、2「やや悪い」、1｢悪い｣

評価

「環境学」副専攻の中の位置づけに関する理解度

学習目標に関する理解度

各学習目標に対する評価方法に関する理解度

学習目標１（持続可能性）に関する学習達成度

学習目標２（連携協力・計画的運営）に関する学習達成度

環境活動に関する知識の習熟度

環境活動演習に対する取り組み姿勢

総合評価

２．EPIアセスメント

※5段階評価：5｢良い｣、4「やや良い」、3「普通」、2「やや悪い」、1｢悪い｣

能力
能力要素
内容
評価
①主体性
自己責任
環境の変化などを全て自らの糧と捉え、自分を変えていこうとする力
　
前向きに行動する力
成功に対する期待を持って、常にポジティブに行動し続ける力
　
②成長

意欲
謙虚に受容する力
周囲のアドバイスを謙虚に受け止め、内省する力
　
自己変革習慣
必要な能力の習得をはかるなど、自己変革を習慣化する力
　
③実行力
信念を持ち続ける力
状況に惑わされることなく、自らのやりたいこと、なりたい自分を持続する力
　
結果への責任とこだわり
目標達成が困難な状況になっても、あきらめずに結果を出す力
　
④社会性
組織への貢献
組織・チームで自らの役割を見いだし、組織の価値向上に貢献する力
　
社会への貢献
社会の中で位置づけを見いだし、付加価値業務を率先して行う力
　
⑤ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ力
察する力
問題発生時に、前後の動きを予想し、いま何が必要かを理解する力
　
チームワーク力
的確な報告・連絡・相談を、効率的・効果的な共同作業を実現する力
　
⑥思考力
構造的な理解力
指示や課題の目的や結果を掘り下げて捉える力
　
論理的な表現力
相談・報告時に、背景、目的等を論理的にくみ上げ、わかりやすく説明する力
　
⑦企画力
情報収集力
常にアンテナを張り、自身が対応する課題に関連する情報を収集する力
　
仮説設定・想像力
様々な情報を基に具体的な企画などをまとめ上げる力
　
⑧ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力
状況分析力
課題の推進に影響すると思われる環境変化を正しく理解する力
　
状況対応力
課題の最終目標を把握し、環境変化などを踏まえ最善の手を打つ力
　
３．協調性・寛容力・リーダーシップ能力等、総合的診断（記述）





※この結果が直接成績に反映されるわけではありません
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